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タンパク質は核酸と並んで生命活動の最も重要な担い手
となる生体高分子であり、その三次元構造と機能との間に
は密接な関係があることが知られています。

当研究室では、特にモチーフと呼ばれる生体機能発現に
重要な局所構造特徴に注目して、これらの情報を集積した
データベースの作成や、タンパク質立体構造の自動分類へ
の応用について研究を進めています。

本研究課題では、情報技術を基盤に、物流システムを
はじめ様々な分野の問題解決のためのソフトウェアシス
テムの開発を行う。

これまでに蓄積された大量のデータを有効に活用し、
新たな知識獲得への基盤技術の構築を目指す。

ノードとエッジの集合で定義される「グラフ」（ネットワーク）を用いて抽
象化表現することにより、例えば、コンピュータネットワークから、物流ネ
ットワークや分子ネットワークまで様々な事象現象をモデル化してとらえ
ることができる。また、この数理モデルをもとに、最適経路探索や、スケ
ジュール管理、特徴パターン（モチーフ）の抽出などへの応用が可能で
ある。


